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○ 学習指導要領に示されてい

る教科及び学年の目標・内容

に照らし、Ａ表現・Ｂ鑑賞の各

領域で適切なものが選択され

ている。 

○ 内容は、児童の発達段階に

適している。 

○ 内容は、児童の生活や経験

などに配慮し、楽しく学習し

ながら着実にステップアップ

できるよう選択されている。 

○ 誰もが見やすい書体や色づ

かいに配慮されている。 

○ 内容は、系統的・発展的に構成さ

れている。 

○ 巻頭の「学習マップ」で学年を通

した学習の見通しを示すことで、児

童の主体的な学習を引き出すことが

できるよう配慮されている。 

○ 巻末の「ショートタイムラーニン

グ」では、他教科と関連する活動や、

歌を通して外国語に親しむ活動が設

けられており、教科横断的扱いがで

きるよう配慮されている。 

○ 全校で取り組める楽曲が取り扱わ

れており、低・中・高それぞれの発

達段階に合わせた編成で、全校でひ

とつの歌を歌う一体感や楽しさを経

験することができる。 

○ 「まなびリンク」として学習に対

応した動画等の資料が WEB上で用意

されており、児童が主体的に学べる

よう配慮されている。 

○ 各題材において「まなびナビ」

として、学習のポイントが明記さ

れており、児童が見通しをもって

主体的に学習に取り組み、学びが

深まるよう配慮されている。 

○ 「音楽づくり」の活動において

は、児童の思いや意図を生かして

音楽をつくることができるよう、

わかりやすい紙面構成になって

おり、学習活動の系統性や児童の

発達段階に配慮されている。 

○ 巻末資料も豊富で、児童の主体

的な振り返り等の活用が期待さ

れる。 

 学習指導要領に示されて

いる教科及び学年の目標・内

容に照らし、Ａ表現・Ｂ鑑賞

の各領域で適切なものが選

択されており、児童の発達段

階に適応している。 

 学びの系統性に配慮し、丁

寧なステップアップを取り

入れることで、児童の「学び

たい」気持ちを大切にしなが

ら、音楽的な見方・考え方を

働かせ、主体的・協働的に学

ぶことができるよう構成さ

れている。 

 

 以上のことから、採択する

のに最も適している教科書

であると考える。 
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○ 学習指導要領に示されてい

る教科及び学年の目標・内容

に照らし、Ａ表現・Ｂ鑑賞の各

領域で適切なものが選択され

ている。 

○ 内容は、児童の発達段階に

適している。 

○ 幅広く学習活動を行うこと

ができるように多様な教材が

用意され、児童が意欲的に取

り組むことができるよう配慮

されている。 

○ 楽譜や文字の大きさなど、

児童の発達段階に応じて設定

されており、見やすさ読みや

すさについても十分配慮され

ている。 

○ 内容は、系統的・発展的に構成さ

れている。 

○ 題材で学んだことを振り返ること

ができるまとめが掲載されており、

児童が「何を学び、何ができるよう

になったのか」を確認できるよう工

夫されている。 

○ 他教科との関連を図ることで、学

習を深めることができるよう、調べ

学習や英語の歌、日本の古典芸能等

が適切に配置されている。 

○ １年間の見通しをもつ「学習マッ

プ」や、１年間の学習を振り返る「ふ

り返りのページ」が設けられ、児童

が主体的に学習に臨むことができる

よう工夫されている。 

△ ＱＲコードが記されており、情報

をウェブサイトで見ることができる

が、紙面からはどのような情報が見

られるのかが分かりづらい所があ

る。また、動画による解説もあれば

単旋律が流れるだけの所もあり、物

足りなさを感じる。 

○ キャラクターの吹き出しなど

で、活動の手がかりや学習のポ

イントが明記されており、児童

が楽しみながら見通しをもって

学習に取り組み、学びが深まる

よう配慮されている。 

○ 「ふり返りのページ」がわかり

やすい。学習してきた教材を例に

してまとめられており、具体的に

振り返ることができる。 

△ 領域や分野ごとに児童が主体

的・対話的な学習に取り組める

よう配慮されているが、情報量

が多い。 

 学習指導要領に示されて

いる教科及び学年の目標・内

容に照らし、Ａ表現・Ｂ鑑賞

の各領域で適切なものが選

択されており、児童の発達の

段階に適応している。 

 「何を学び、何ができるよ

うになるか」が具体的に示さ

れており、学びが着実に身に

付き、深まるよう配慮されて

いる。 

 主体的・協働的に学ぶこと

ができるような配慮が見ら

れるが、特に文字による情報

量が多く、説明も複雑なため

扱いづらい。また、ＱＲコー

ドについての説明不足や、共

通事項について記載位置が

分かりづらいなども、扱いづ

らい要因である。 

 

 以上のことから、採択する

のに適している教科書であ

ると考える。 

 


